


　京都市立芸術大学は設立当初より、日本の伝統芸術を継承・刷新するとともに、日本
の近現代芸術の屋台骨を支え、世界的にも高く評価されるアーティストたちを数多く世
に送りだしてきた。その意味で、京都市立芸術大学は、京都市のみならず、日本の芸術文
化のきわめて重要な火床の一つ、世界への発信基地の一つでありつづけてきた。
　それが可能であったのは、濃密で質の高い教育環境（少人数教育）を、本学が京都
市・京都市民の支えの上にこれまで維持してきたからであり、また時代に支配的な空気
や価値観の外側に軸足を置き、そこから一定の距離をとった思考と表現の活動を丹念
に積み重ねてきたからである。オーディナリー（「普通」や「常識」）に対するこのエクスト
ラオーディナリーな自由の保持こそ、翻って芸術大学の京都市民に対する責任でもある
と、先達たちは考えてきた。なぜなら、将来、戦争や不況や災害など、社会が苛酷ともい
える危機に陥ったときに、いつでも別の視点や考え方、つまりは「対案」を提示できる準
備をしておくことこそ、大学の使命であり、責任だからである。
　あらためて考えるに、「文化芸術都市」を標榜する京都がこれまでそれでありえたの
は、内陸型工業都市としての「ものづくり」の文化とともに、学問・芸術・宗教の重層的な
厚みが全国に抜きんでてあったからである。これら三つはいずれも、日常の背後、あるい
はその外側に視点をとって、そこから日々の暮らしに風穴を空けるものである。とりわけ
芸術は、かじかんだり、こわばったりしかけている暮らしに潤いや膨らみをもたらすととも
に、そのような深呼吸のなかで日々の暮らしの再考と吟味へと人びとを誘うものである。
そういうものとして、人びとは国家よりもはるかに古い人類史的な、草の根の活動を連綿
と続けてきた。京都市民は、日常の外側にあるこの深い叡智や感受性に身近な場所で
あたりまえのように触れることによって、あるいは日 「々習い事」を通じてそれらを身につ
けることによって、みずからの暮らしを捉えなおし、多視点的にふり返る力を得てきた。
日々の暮らしに豊かな色合いを与えてきた。京都ならではの市民生活の厚みと包容力を
生みだし、継承し、未来につないできた。
　そういう文化の火床としての機能を、京都市立芸術大学は、今回の崇仁地区への移
転を機会に、地域住民や京都市民、地場の産業や企業と手を携えつつ、さらに大きく飛
躍させんと強く願うものである。
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